３０年度事業報告
５．調理師専門学校






１）基本的な教学運営方針









① 職業人としての調理師養成





② 一般教養及び人格の向上







③ 調理師として必要な知識と技能の修得
④調理師に付随した科目（トータルコーディネートなど）による資格取得







２）教育活動
　① 専門課程２年制カリキュラム（高度調理技術実習、レストランプロデュース、カップリングカフェ＆リカー、フードサービス実習、接遇作法Ⅱ）の対応
　○専門課程２年制になって２回目の卒業生を送り出すことができた。上記新カリキュラムについては、講師の先生方を連携を取る中で、予定通り実施することができた。製菓製パン実習（60h）・トータルコーディネート（60h）・ホスピタリティ概論（30h）・食楽論（30h）などの指導内容について各講師の工夫や改善がなされ学生には好評であった。特に、食楽論では佐世保近郊で、酢・味噌・養豚・無農薬栽培などで健康に関する研究・実践をされている方から直接の指導があり、食に関する貴重な知識を得る機会となっているが、次年度は講師からのアドバイスもあり、１年次前期実施を、ある程度の「食」の知識が身に付いた後期開講で準備をすすめている。
　② 西洋・中華・日本料理の基礎から応用までの調理実習と高度調理技術実習の実施
○計画に沿って予定通り実施できた。１年次の基礎基本分野から、２年次の高度調理技術実習については、各分野ほとんどが同一の指導者によるもので、内容的にも連動性があり充実したものとなっている。また、２年次も基礎の復習を組み込み反復練習をさせることにより、さらなる技術向上に努めさせるようにしている。


③ 調理関連学習（テーブルマナー・テーブルセッティング・茶懐石マナー・シュガーデコレーション・介護食士３級）の実施
○テーブルマナーは（鉄板焼）を7/27にホテルオークラＪＲハウステンボス大村湾、（和）を12/21に西海橋コラソンホテル、（中）を1/25に新心花梨、（仏）を3/7にＨＴＢホテルヨーロッパ　デ・アドミナルで実施した。シュガーデコレーションは5/29・30に実習を6/1にテーブルセッティングを鈴木自子先生の指導で実施、介護食士3級講座は4~７月に延べ72時間実施した。茶懐石料理は3/1に本校茶室微笑楼で実施した。
④ インターンシップ（１・２年夏期休暇中）の実施
○１年生１６名は8/2~8/9でハウステンボス等10施設において実施した。２年生１８名

は8/2~27 でオテル・ドウミクニ等19施設で校外実習を行ない3名が就職に繋がった。
⑤学内学生レストラン「メランジェ」の年間８回の実施（フードサービス実習の充実）及び集団給食実習の充実
○4/21（土）を皮切りに、ホームページ等で保護者・地域住民や九文各部門等に案内し年間８回（月１回土曜日開催）学生レストラン『kyu-s′ガーデン　メランジェ』を開催した。延べ450名の来客数であった。また、レストラン開催数日後に実施した調専・学院の学生及び職員に昼食を提供する集団調理実習は年間10回実施、延べ453名の来客があった。現場を想定した実践力の育成は、学生の卒業時の感想から就職への意識付けなどに好影響を与えることができたと思われる。
⑦ 保護者会の実施
○6/30（土）に１年生保護者会食事会では保護者等19名が出席、２年生保護者・恩師・九文関係者を招待しての卒業記念食事会には45名の参加があり、学生の実習の成果を披露することができた。
３）学生支援活動






① 就職支援（インターンシップ受入施設・ハローワークとの連携、講師・卒業生の勤務先との連携）
○本校講師の紹介や２年次のインターンシップ先を含め、第１希望で就職が内定した。卒業生就職希望者１８名（2名は就活中）の主な就職先は、県内11名、県外6名で,

講師がオーナーをつとめる店舗4名、企業奨学金（庄屋フードシステムで1名、分野別では、西洋が７名、日本3名、中国2名、給食2名、製菓3名となっている。求人件数は９．８倍であったが、調理師不足は顕著である。
② 庄屋フードシステム奨学金の継続と日本学生支援機構奨学金受給者への対応
○庄屋フードシステム就学金の希望者は２名であった。日本学生支援機構奨学金受給者は１４名（受給率38％）であった。2020年度から予定されている文科省高等教育負担軽減（授業料無償化等）の対象校としての認可が得られるよう準備を進めているところである。


③ 留学生本校卒業後の進路対応（農水省日本料理海外普及人材育成事業の活用、大学への編入を含む）
○H30.3月卒の留学生2名（ベトナム人）については、長崎国際大学国際観光学科へ３年次編入したが、本人の希望もあり「農水省日本食海外普及育成事業」申請を行った結果、１０月からの就労が認められ、庄屋フードシステムへ５年間限定であるが調理師として働いている。１名事情があって途中辞退したが、１名は元気に頑張っており、３月に実施した取組機関（本校）監査でも現場の期待が大きく、本制度を今後の留学生の国内での就職に活用していきたい。また、４月から始まった我が国の外国人労働者の受入の中に外食産業が含まれており、留学生の就職先としての可能性を探っていきたい。
４）学生募集活動
　① 専門課程２年制の周知徹底
　○H31.4の入学生は１７名（留学生４名）で、２年制度に変更して４年になるが入学者は定員の半分程度を推移している。高校訪問時の情報収集では、調理師希望者が減少している中で、就職が好調なこともあり調理師希望者が就職からの調理師を目指している生徒がいること。また、福岡の調理師学校への流出が相変わらず続いていることや、H２５年度には１６名の入学があった社会人入学が２年制変更後は０～３名で推移していることも入学者が低迷している原因と考えられる。専門課程変更の周知はHPや高校訪問等で広報を始めて４年が経過し定着している。しかしながら、前述のように入学者が低迷していることから、社会人入学増（学費問題の対応）などを含め、何とか３０名程度の入学者が確保できるよう努力していきたい。
　② 各種ガイダンスでの職種・学校説明の実施　　※（数字）は昨年度比
○業者主催ガイダンスは２９回（±０）参加した。本校ブース参加者は１９８名（＋２６）であった。参加者のうち１２８名は１１月以降の１・２年生対象のガイダンス参加者で７月までの３年生がメインのガイダンスでは例年より少ない状況であった。年度後半の１・２年対象のガイダンスでは可能な限り調理のデモンストレーションを実施するなど今後の入学に繋げるよう工夫を行っている。





③ 高等学校への職業紹介・調理実習（出前講座）の実施
　○出前講座は、６/13（木）に北松農業高校１年生、7/5（木）川棚高校生活総合科３年生を対象に実施した。この２校については、毎年出前講座を実施しており、今年も川棚から３名の入学者があった。今後も継続して入学者を確保していきたい。    
④ 市内及び周辺地区高等学校の職業体験受入
○6/14（木）佐世保東翔高校１年生23名・教師2名、6/21（木）清峰高校１年生10名・教師2名、9/19（水）大村城南高校１年生18名・教師1名の体験入学があった。３校とも総合学科校であるが、１年次に教科「産業社会と人間」の中で進路学習の一環として上級学校への体験入学を行っており、上記３校からは昨年度１名、今年度２名の入学者があったが、さらに参加者の入学に繋がるように、総合学科校の連携も深めていきたい。


⑤ 学校説明会（オープンキャンパスを新規３回実施を含み年間７回実施）の開催
○年６回（6/23,7/22,8/19,9/15,,1/26,3/16）開催、延べ49名（うち保護者等14名、昨年度は延べ54名）が参加した。留学生を除く入学者13名中11名が参加した。オープンキャンパスの参加者は入学に繋がっており、次年度は８月のオープンキャンパスでは長崎短大と開催日が重なることから、従来の送迎バス２コースに加え短大コース２コースを追加し佐賀西部及び西彼杵半島地区の参加者の利便性を図るようにしている。
⑥ 情報発信の強化（ホームページリニュ－アル（新着情報随時更新）・インスタグラム発信・テレビ佐世保・情報誌・ライフ佐世保　等）
○ホームページを昨年度リニューアルし、新着情報の発信が滞ることがあったが、年間を通してインスタグラムの情報発信はできているので、内容について高校生にとって興味を持つ内容にしていきたい。テレビ佐世保（学園祭・卒業式）、ライフ佐世保（ＯＰ開催案内７回・学生レストラン開催案内）での情報発信を行った。学生募集には思うように繋がっていない。新しい職員も入ることから、発想の転換も図りながら学生募集に繋げていきたい。

⑦ 学校訪問の実施（年４回以上）
○長崎市内と離島地区を除く高校訪問を年４回（佐賀地区は西部地区（４回）に加えて佐賀市内（２回）、島原半島地区（２回）、上五島地区は業者ガイダンスの資料参加で対応した。学校によっては詳細な情報交換ができているが、なかなか学生募集に繋がらない状況がある。
⑧ 民間通信制高校（こころ未来高校・クラーク国際高校　等）・社会人関係施設の訪問
○民間通信制のこころ未来（長崎・佐世保）、クラーク国際（長崎）各高校の訪問を実施した。昨年度は、こころ未来高校から１名の入学があったが、今年度は０名であった。毎年続いていた社会人入学もいなかった。今年度の入学には至らなかったが、資料請求などもあっており、ＨＰやインスタグラムでの情報発信も強化する中で、この分野からの入学実績も多くあり、今後の入学に繋げたい。
⑨ 留学生受入と関係団体（長崎日本語学院等の国内日本語学校、韓国釜山観光高校、韓国・台湾等の関係学校、長崎短大等）との連携強化
○平成２８年度から正式に留学生の受入を開始したが、これまでの最高の４名の入学者があった。長崎日本語学院やこころ医療福祉専門学校佐世保校日本語科での学生募集説明会出席及び日常的な情報交換を行った結果、日本語学院から３名が入学した。こころ医療からは１名の出願があったが、入学まで至らなかった。その他、長崎こども医療専門学校や福岡日本語学院などと情報交換を行ったが受験に至らなかった。国外からは、釜山観光高校卒業生１名の出願があり、専門学校の入管審査の在留資格要件であるＮ２資格取得者でもあり、本校としては国外からの初めての入学生となった。この学生は長崎短大が拠点とするインターンシップ経験者であり、昨年度受験予定であった学生である。留学生募集は、担当が校長であり、入学までに日本人学生とは異なり入管対応も含めて様々な対応が必要となるため、大学・短大の助けを借りながら、何とか対応できているが、スタッフの育成も喫緊の課題である。。

⑩ 指定校推薦制度及び学費減免制度の継続
○指定校推薦（学費減免）についいては、法人本部と相談しながら受験者増の対策として、推薦枠を16名から26名と増やしたが、これまで出願がなかった高校からの2名の出願があったものの、今年度については受験者増には繋がらなかった。次年度も引き続き、早めの情報提供と文科省が2020年度に開始する高等教育の授業料無償化制度（予定では令和元年６月申請、９月認可、所得制限２７０万円　等）に申請を行い、本制度を活用した入学生を確保したい。
⑪ 佐賀西部地区・島原半島地区の強化と五島地区・上五島地区の新規開拓
○島原半島地区学校訪問は年２回実施したが結局受験に繋がらなかった。訪問した数校では本校への入学可能性がある情報提供もあり、今後もアパート情報等も提供しながら強化していきたい。年度末の上・下五島の会場ガイダンスの資料参加を行った。訪問できない離島地区については、短大の高校訪問時に資料提供をお願いするなどの方法で、平成２７・２８年度には入学実績もあり、五島地区からの入学者を確保していきたい。
　　　　　
５）その他活動　　
　① 地域への貢献







・藤原町町内会との連携（学園祭・レストラン営業）
○学園祭でのランチ食券販売に町内会に協力していただき多数の参加を得た。学生レストランについては、町内会を中心にリピーターの方もおられ、地元の方にも喜ばれているとの声がある。



・東京オリンピックに向けての調理師育成指導への対応（会場提供等）
○３年前に本校施設を使って開催された、キューピーマヨネーズ主催「親子ワクワククッキング」の指導者HOTELDEMIKUNI三國清三氏（東京オリンピック顧問）から会場提供の話があっており、要請があれば対応したい。
・地域イベント（８月アルカスサセボ「テマヒママルシェ」への出店　等）への参加

○8/17（日）に「テマヒママルシェ」（アルカスイベント）に出店し和・中・韓の弁当（220食）販売を行ったが来場者からは好評を得た。
○6/２(土)市民講座「テーブルセッティング」を鈴木自子先生を講師として実施、17名参加。

○５/28(月)11/7（火）フジマックとの共催で「九電セミナー新調理機器実習」を本校生対象に実施した。
③ 学園内での連携
・長崎国際大学生の受入調理実習の実施（年２回）
○6/18・25（月）に実施、学生51名（昨年36名）が参加した。
・九州文化学園ビブリオバトル大会参加
○学生レストラン実施日と日程が重なったこともあり、参加できなかった。


④ 専修学校内での連携







・歯科衛生士学院への料理教室開催（各学年２回）
○12/13,2/7に１・２年生対象に実施したが、好評であった。


・学園祭の共同開催
○10/14（日）に学院と共同開催した。例年通り町内１～３組の回覧板で広報をお願いし、学園関係者（教職員・学生）や地域の方を含め多数の来場者があった。特に、レストランは好評であった。

・防災訓練の実施
○5/8（火）に学院と共同で実施した。消防署からは地震への対応も含めて指導・講評があった。

　・地域ボランティア清掃活動（月１回）
　○月交代で学院と実施した。

　⑤その他
　○職員研修
　　7/17・10/23（火）食品衛生責任者講習会　教務主任参加
　　
６．平成３０年度歯科衛生士学院事業報告
１）基本的な教学運営方針






① 現場で役立つ歯科衛生士として必要な知識と技能の修得



　　　　② 歯科疾患の予防及び治療の補助者としての有能な歯科衛生士の育成
③ 地域住民の歯科医療向上への寄与
２）教育活動








① 国家試験全員合格を目指した対策の早期取組
○３年生に対して、４月より定期的に国家試験対策の授業を行い、１０月以降は大半の授業を試験対策に切り替え、夏・冬季休業中には全員補習と個別補習を実施。模擬試験は１３回実施し、その都度結果を分析し成績下位者に対して少人数指導を昨年度より強化する形で実施した。国家試験の結果については、３７名が受験し全員が合格した（合格率全国平均96.2％）。全国の歯科衛生士養成校が３年制に移行後の１０年間のトータルでは本校は97.5％が合格し、昨年度までの全国平均95.9％を上回っている。昨年度不合格者（昨年度採用内定先でパート採用、模試受験と不定期的に図書室での自学・質問を実施）２名も合格した。このような形で不合格者が出た場合は、指導を行っている。業者による対策講座も８月（３年）と１月（２・３年）に実施した。
　　２年生に対して、今年度から早期の意識付けを図るため１０・１月に模擬試験を実施した。また、基礎的な学力の定着を目的として、１年次からＨＲ等で小テストや国家試験の過去問を使っての、４教科模試（口腔衛生学・薬理学・微生物学・生化学）を実施している。
② 高齢者、障害者の口腔ケア、口腔リハビリテーションの習得
 ・長崎リハビリテーション病院。障害者支援施設「にじいろ」・老人ホーム「グリーンホーム」などでの実習
○９月に１日間、長崎リハビリテーション病院実習を実施し、３年生希望者７名が参加した。同じく８・９月に４日間、「にじいろ」実習を、３年生を４グループに分けて実施した。７月には１２日間に渡り「グリーンホーム」での実習を、３年生を１２グループに分けて実施した。教育課程編成委員会での委員からの助言を受けて、次年度は「にじいろ」実習の中で在宅診療実習を組み込む準備を進めている。医療現場で進められている地域包括ケアの一端を経験できることが期待できる。
③外部施設による口腔ケア実習
・長崎大学病院実習による口腔ケア実習の向上（特殊歯科総合治療部周術口腔管理センター病棟見学　等）


○７～８月に３日間、長大病院実習を実施、３年生希望者８名（昨年度１０名）が参加した。②③の実習を通して、入院患者・高齢者・障害者に対しての口腔ケアの現状を見聞する事ができ、就職後も今回の経験を活かしていくことが期待できる。
④ 地域歯科保健の実践的習得
・佐世保市中央保健福祉センターにおける臨地実習
・佐世保市総合医療センター・佐世保共済病院における臨床実習
　
○３年生に対して、佐世保市中央保健福祉センター臨床実習を希望者１０名（昨年度１２
名）を５～７月に分け延べ５日間で実施、佐世保総合医療センター・佐世保共済病院（２年生も）では臨床実習期間中に全員が実習を行った。歯科衛生士として個人病院以外での業務について学習することができた。
⑤ コミュニケーション能力、情報処理能力などの即戦力強化


・医療事務管理士技能認定試験（歯科）の実施　　・救急救命技能取得


・接遇マナー（コミュニケーション能力専門分野）講座と接遇マナー検定試験（３級）
の実施　　　・ビブリオバトルの実施　　・ＨＲの学生自主運営
○医療事務検定は今春卒業した３年生が２年次の３月から不合格者は３回受験し、最終的に３７名全員が合格した。救命技能は消防署の指導により、２年生が６月に実施し取得した。この資格は、小規模の診療所に就職する学生が多い本校卒業生にとって現場で助かっているとの声をいただいている。医療事務は本校職員が指導をしていたが、今年度より外部講師に依頼している。
接遇マナーは２年生が外部講師による講座を受講後、１１月に３級検定を受検し３３名中３１名が合格した。コミュニケーション能力を育成する講座では元ＮＩＢアナウンサーに講師を依頼し実施している。ＨＲの学生自主運営は４年目に入り定着してきた。また、「ビブリオバトルin九州文化学園」に、１年生１名が出場した。プレゼン力を含めたコミュニケーション力の育成に繋がっている。
情報処理能力については、２年次に開講しパワーポイントを使ってのプレゼン力も含め情報処理能力が身に付いてきている。最後には、発表会も実施されている。
これらの即戦力強化対策講座等は、現場において役に立つことが期待できる。さらには、思考力・表現力等の育成にも繋がることからも、今後も継続的な指導を行っていくことにしている。
⑥ 臨床実習（２年生２８日間、３年生８６日間）の実施
○３年生８６日間（３７名、３７歯科医院＋市総合医療センター＋共済病院）、２年生２８日間（３３名、２１歯科医院）で実施した。市歯科医師会及び北松・東彼・大村の歯科医院に協力を頂いている。





⑦ 長崎大学医学部解剖見学（１年生）、 矯正歯科見学・大村技工士施設見学（２年生）の実施、訪問診療体験
○８月に長大解剖見学を、２月に矯正歯科見学を実施した。これまで、９月に大村技工士学校見学を実施したが、大村技工士学校が閉校の準備に入っており、今年度の実施は見送った。今年度新規の訪問診療体験については、県障害者施設「にじいろ」で県の口腔保健センターが派遣する巡回歯科診療車での診療見学を実施した。訪問診療については、歯科医師会の助言をいただきながら、国が推し進めている地域包括ケアーの一環でもあり、体験の機会を増やしていきたい。
⑧ 保護者面談（全学年）の実施
○各学年で予定通り実施した。詳細は、３）②に記載。
⑨ 歯科医療関係研修会への参加
○８月に「赤羽歯科（東京）スタッフ講習会」を本校卒業生を講師として実施、同じく「かじわら歯科（福岡）スタッフ講習会」、９月に「南清和（大阪）先生講演会」を２年生対象に実施した。最新の歯科医療現場の状況や歯科衛生士の現状・心構え等について学んだ。
⑩その他、
○患者実習の実施　６～８月に３年生を４グループに分け、家族等に患者役をお願いして、歯科医師・歯科衛生士の指導のもと各グループ２回実施した。
○デンタルエステ講座の開催　９月に３年生対象で市内の歯科衛生士を講師として４コマ実施した。
３）学生支援活動





① 就職支援強化（市歯科医師会との連携強化による市内就職者増対策、院内見学会の実施、卒業生による職場紹介、歯科医院説明会）
○２年前に佐世保市内への就職者数が求人３３件に対して半数程度の１６名であったことから、市内就職希望者増を図るため市歯科医師会と連携し、６月に市内歯科医院に対して今年度採用の有無についての事前アンケートを、８月には求人予定で希望する歯科医院への学生見学会を実施、希望歯科医院３０件中、２医院に２名（昨年度２６名）が参加した。結果的に、就職状況は市内就職は１５名（昨年度比－２）であったが、県内就職者数は１９名（昨年度比－６）であった。今後も対策内容について再検討を行いながら、地元就職者の増加を目指していきたい。本校生への求人件数倍率は９．５倍（昨年度８．４倍）であった。全国歯科衛生士教育協議会がまとめた資料によると、ここ数年、求人件数倍率は上昇を続けており、全国的に慢性的な歯科衛生士不足が続いている状況があるとのことである。今年度は、福岡県９名を始め関東地区４名など１７名が県外就職となったが、地元就職者への対策を、市内就職対策と併せて今後も継続的に行いたい。
○８月に赤羽歯科医院（東京）、かじわら歯科医院（福岡）の講演会を兼ねた就職説明会を実施し、就職に対する意識向上に繋がった。
○平成３０年４月に開催した講師会総会（歯科医師会２２名出席）で就職状況等の説明を行い情報交換とともに求人依頼を行っている。　　
② 保護者面談の実施による家庭との連携強化
○上記⑨の日程で実施、家庭での学習・生活状況等を含め情報交換ができた。３年生については国家試験に向けての取組（補習・模試等）をもとに合格に向けての共通認識が図られている。就職についても情報交換が行われている。
③ 日本学生支援機構奨学金・専門実践教育給付金への対応と関係者への周知
○今年度の日本学生支援機構奨学金の受給者は５１名（４６％）であったが、担当者がマニュアルに沿って説明会等を行い支障がないよう対応を行った。専門実践教育給付金については、本校は平成２８年度から厚生労働省の指定講座となったが、３年生２名の受給者については、優秀な成績で卒業し国家試験合格も合格、就職も決定したため、最終的に学費の６割が国から給付された。この制度はハローワークが窓口で、社会人のスキルアップを支援する制度である。尚、今年度１０月に指定講座更新申請が必要となったが、指定講座要件を１項目満たさないことが、申請先である厚労省からの指摘で判明し、次年度はこの要件をクリアーし再申請を行い、本制度を活用しての社会人入学への道を可能にし学生募集と歯科衛生士の人材育成に繋げていきたい。
④その他
○本学園での学生支援強化の一環として、長崎国際大学人間社会学部講師で臨床心理士の中村美穂先生が本校に週１回午後の時間帯に勤務し、学生や職員の相談対応を行っている。悩みを抱える学生への対応や職員へも直接教育相談に乗っていただいている。　
４）学生募集活動
○平成３１年度入学予定者は３３名であり、昨年度の４１名から一昨年度に続き定員割れとなった。その原因としては、九文高校からの出願が例年より少な目の６名であったこと。常連校からの志願者が佐世保商業１１名を除き減少したことである。また、県内の他の養成校では、定員５０名に対して３２名と昨年度に引き続き、大幅な定員割れとの情報もある。尚、平成２６年度入学生は、当時の県内３校で１００名の入学者があったが、５年間で３５名が減少したことになる。高校訪問時の情報交換では地元高等看護学校の定員が40名から80名に増加したこともあり、歯科衛生士の志願者が減少している上に、一部が他県の養成校へ流出している状況があるとのことである。今後の生徒減少もあり、歯科衛生士の仕事の魅力発信やそれに付随する情報発信を、インスタグラム活用を始めている。次年度からは、長崎国際大学の学生募集担当者のアドバイスをもとに業者のネットを活用しての情報発信を始めることにしている。
また、このような状況を打開するため、県歯科医師会が２月に県へ歯科衛生士校の入学者減について報告し、入学者増への協力要請を行っていただいた。このように関係機関の協力もいたきながら、学生募集に努めていきたい。
① 各種ガイダンスでの職種・学校説明の実施
○２３会場５９名（３月実施分を除く、昨年度最終２９会場１１１名）の参加であった。高校ガイダンスでは希望者がいなく本校参加の要請がなかった学校が若干増加した。ガイダンスは学生募集の重要な機会であり、職員のプレゼン力やタブレットを用いた説明法などを工夫し本校及び歯科衛生士の魅力発信に努めたい。　
② 高等学校への職業紹介（出前講座）の実施
○九文高校において６月に２・３年生対象の会場ガイダンス、３月には１年生対象の長崎国際大学・長崎短期大学と調理師専門学校と本校の説明会があり参加している。


③ 市内及び周辺地区高等学校の職業体験受入
○６月に佐世保東翔高校１年生１６名（教師１名）、９月に大村城南高校１年生２名（教師１名）の体験入学があった。両校とも総合学科校で、１年次に科目「産業社会と人間」のなかで、進路学習の一環として実施されている。清峰高校からは調理師専門学校に６月１３名の体験入学があったが学院は０名であった。




④ 市内及び周辺地区学校でのブラッシング指導の実施
○市歯科医師会と連携し、６月九文認定こども園・海光園、１０月三川内中、１１月大塔小・佐世保特別支援学校において、２年生がブラッシング指導を実施した。



⑤ オープンキャンパス（４回）の開催
○６～９月に月１回で４回のオープンキャンパスを実施した。参加者は５９名（昨年度１２０名）で大幅に減少した。その対策として、現在、県立高校の夏期休暇期間が学校独自の設定となっているため、これまで、８月の後半に実施していた開催日を、７・８月前倒して開催することにした。また、そのことにより、同日開催となる短大・（大学）の送迎バス利用の了解を関係者にいただき、高校訪問等での周知を行うことにしている。　　内容的にも、学校紹介ＤＶＤ視聴、昨年度からパワーポイントを用いての学校行事の説明を学生が担当し、これまでの実習体験の補助に加え学生をできるだけ前面に出すことにより、本校に対する親近感を持ってもらえるよう工夫を行っている。


⑥ 情報発信の強化（学校案内・学校紹介ＤＶＤの活用、ホームページ（新着情報の更新）・インスタグラムの活用・テレビ佐世保・情報誌・ライフ佐世保・ＦＭさせぼ、公共施設等へのポスター掲示）
○テレビ佐世保（入学式・学園祭・戴帽式・卒業式・歯科医師会コーナー出演）、ライフ佐世保（年間５回ＯＣ案内・学生募集関係・職業実践専門課程認可校）、ＨＰ（新着情報の更新）、長崎新聞（入学式・卒業式）、毎日新聞（戴帽式）、学校紹介ＤＶＤ活用（ＯＣ・高校訪問時配布）、ＦＭラジオ出演に加え、昨年度途中からホームページやスマホでのインスタグラムでの学校行事等のアップを行い、日常的にスマホを利用することが多くなっている高校生への情報提供ができるようにしている。
⑦ 学校訪問の実施（佐賀西部地区・島原半島地区の強化、五島地区・上五島地区募集新規訪問）
○年間４回の定期訪問（島原半島地区２回実施、佐賀市内２回実施）を、延べ１７０校（昨年度１７８校）で実施した。１～２月に実施した４回目は出願校（ 調専を含む）を中心に出願お礼と進路未決定者の出願のお願いをを行った。昨年度は３名出願があった二・三期募集での出願は社会人１名に止まった。五島・上五島地区訪問は実施できなかったため、３月に開催された会場ガイダンスでの資料参加を行った。島原地区においては、前述のように、他県の養成校が企業奨学金を活用しての学生募集によって流出しているとの情報があるため、対策のひとつとして、半島内の１歯科医院から企業奨学金の申し出があり検討を行っている。
⑧ 歯科医師会会員推薦制度（佐世保市歯科医師会、北松歯科医師会）
○歯科医院を通じて、知人や患者など関係者へ本校の紹介をお願いする制度で、６月に各会長宛に依頼文書を発送し事務局から各会員に周知をお願いしている。
⑨ 指定校推薦制度の継続、厚労省専門実践教育給付金制度周知（学校案内・高校訪問）
○募集定員４０名に対して、過去の入学実績をもとに１４校２３名枠の指定校推薦制度を実施したが、この制度で１６名（昨年度比－７名）が、九州文化学園高校は別枠でグループ内推薦制度があり６名（昨年度比－７）が入学した。一般推薦制度も含めると大半が推薦制度で入学しており、これまで同様、高校現場との情報交換を密にしながら、この制度を継続していきたい。
５）その他の活動
① 文部科学省　職業実践専門課程認可校の周知、（仮称）専門職大学校への申請準備
○平成２８年度に認可校となった。ＨＰでの公表、学校案内パンフ・ＯＣ・高校訪問等で説明し周知を図った。認可校は県内専門学校で５校、全国の専門学校の４割程度である。　　　　　　また、昨年度から申請が開始された、国が推し進めている新しい学校群である仮称「専門職大学・短期大学」への申請については、昨年度申請校が少なく、様々な情報を収集する中で九州文化学園としての対応を慎重に進めているところである。
② 学校関係者評価委員会及び教育課程編成委員会（５月・２月）の実施及び学校関係者評価の実施及び公表
○①の認可校の要件のひとつでもあることから、平成２８年２月に開始された委員会である。市歯科医師会役員２名を含む７名で構成する委員会で本校作成の資料をもとに質疑応答を行い、その後、学校評価をお願いしている。このことにより、教育活動などにおいて職員のＰＤＣＡ（計画・実践・検証・行動）の意識が高まり本校の活性化に繋がっている。評価については、県総務課学事振興課に提出するとともに、ＨＰで公表している。本校の質の向上・保障に役立っている。
③ 学生による学校評価の実施
○②の助言により行っている。この結果については学校関係者評価の参考資料としている。職員も前年度の分析を行い次年度の指導に活用している。４段階評価で平均が３未満である「学習への取組」「学生自治会の取組」については、今後の課題であるが、学校関係者評価委員の助言等を参考にしながら改善を図っている。
④ 学生自治会活動の定着化とボランティア活動の実施
○②の助言もあり４年前に学生自治会を発足させた。今年度は５月に総会を実施した。実施行事の自主運営や学校に対する要望等を役員を中心にまとめ職員と話し合い行事の活性
化や学校生活のルール作りなど一定の効果はあっていると思われる。学園祭・レクレーション大会・クリスマス会などにおいても自主的な取組が定着してきている。ただ、役員任せのところもあり、学生に自治会への参加意識をいかに持たせるかが課題と思われる。
⑤ 地域への貢献







・市内小学校・中学校へのブラッシング指導
○４）④に記載
・地域への歯科保健推進活動（佐世保市・市歯科医師会主催デンタルフェスティバルへの協力）
○６月に佐世保市中央公民館で実施されたデンタルフェスティバルでは、１・２年生・全教職員が補助員などで活動し、市民への歯科医療の広報に寄与した。
・市歯科医師会主催「歯科助手講座」への講師派遣及び会場提供
○７・８月（２回）歯科医師会館にて市歯科医師会公開講座「歯科助手講座」講師として本校職員各々２名が担当、８月本校にて市歯科医師会主催「よい歯コンテスト」が実施され会場提供を行った。
・職員による保育園・幼稚園イベント会場におけるブラッシング指導


○６月九文認定こども園で実施、１・２年の学生も参加した。
　　
・地域ボランティア清掃活動（月１回）
○調理師専門学校と月を決め毎月１回実施した。



⑥ 学園内での連携
・九文幼稚園（認定こども園）での歯みがき教室開催（ブラッシング指導）
○６月に実施した。その他に、６月に幼稚園からの要請で保護者参観日に「フッ素講話」を本校職員が行った。
・九州文化学園ビブリオバトル大会への参加
○２月に実施された第３回九文ビブリオバトル大会に１年生１名が出場した。
・長崎短期大学茶道大会への参加


○１２月に長崎短大主催第４２回茶道大会（会場：玉屋・冨士国際ホテル）が開催され、１・２年生と教職員が参加した。市民の方も多数参加され市民の方に親しまれ冬の風物詩となっている。
・その他
○３）④の長崎国際大学人間社会学部から臨床心理士の派遣をいただいている。

⑦ 専修学校内での連携







・学園祭の共同開催
○１０月に恒例になっている学園祭を調理師専門学校と共催で実施した。地元藤原町には町内会を通じて案内パンフレットを回覧しており、多数の地元の皆さんに参加していただいている。
・ 調専での調理実習の実施（年２回）
○１２・２月に 調専職員指導のもと１・２年生が調理実習を行なったが好評であった。
・防災訓練の実施
○５月に消防署の指導のもと地震対応（講話のみ）も含め実施した。途中雨天のため講話は校内での実施となった。大規模災害時での緊急避難指定場所（山澄中学校）などの確認も行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　
・その他
○６月に恒例となっている「２年生テーブルセッティング研修」（講師： 調専講師　鈴木自子先生）を調理師専門学校で実施した。
⑧ 教員研修







・歯科衛生士専任教育講習会Ⅱ参加
○今年度は該当者がいなかったため参加を見送った。

・全国歯科衛生士教育協議会九州地区大会参加（沖縄大会）
○９月８日（土）に沖縄県で実施された大会に、校長・教務主任など３名が参加し、昨年度本県開催で本校が担当校であったため決算報告などを行った。その後、全衛協理事長による講演会や分科会等で研修を行った。
・日本歯科衛生教育学会総会・学術大会　
○１２月１・２日（土日）に新潟県で実施され、専任教員２名が参加し、大会テーマ「歯科衛生士教育の質の保証を目指して」のもと、３講演会・シンポジウム等での研修を行った。
⑨ 施設・設備の拡充
・口腔ケア実習設備の拡充
○今年度は設備の拡充は行わなかった。　　　　　　　　　　　　　　　
・図書室等への面談スペースの確保（パーテーション設置）
○昨年度、図書館に設置したパーテーションを活用し、保護者面談や学生との面談に加え、国家試験の自学場所、月曜日の午後は大学の専門家による教育相談の外部からの遮断のために役立てている。
○トイレの和式を洋式への交換作業（第２期）工事を実施した。また、情報処理の講座で利用しているノートパソコン４０台（リース）について、更新時期となったが、ここ数年のリースに係る諸費用と勘案した結果、新規購入で対応した。
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